
区

間

敷
地
の
幅
員

延

長

(

メ
ー
ト
ル)

(

メ
ー
ト
ル)

路

線

名

近
畿
自
動
車
道
名
古
屋
神
戸
線

道
路
の
区
域

三
重
県
三
重
郡
菰
野
町
大
字
千
草
字
東
江
野
七
〇
四
五
番
二
五
七
か
ら
同
県
三
重

郡
菰
野
町
大
字
菰
野
字
蔭
谷
八
三
〇
二
番
二
ま
で

最
大
最
小

二
五
五
二
五

二
、
八
六
〇

四
日
市
市
水
沢
町
字
谷
ケ
岡
一
四
四
二
番
六
か
ら
同
市
水
沢
野
田
町
字
屋
手
七
五

二
番
ま
で

最
大
最
小

二
一
一
二
五

二
、
四
〇
三

鈴
鹿
市
大
久
保
町
字
原
垣
内
四
〇
六
番
か
ら
同
市
東
庄
内
町
字
二
ツ
旗
四
三
五
八

番
一
ま
で

最
大
最
小

三
七
五
二
一

五
、
八
〇
九

亀
山
市
安
坂
山
町
字
諸
鹿
二
七
七
八
番
三
か
ら
同
市
安
坂
山
町
字
貝
城
一
一
六
五

番
七
四
ま
で

最
大
最
小

二
九
六
三
九

三
、
四
〇
五

平成™™年˜™月™›日 金曜日 第œ›�›号官 報
４
個
人
情
報
の
取
扱
い

提
供
を
受
け
よ
う
と
す
る
デ
ー
タ
が
個
人
情
報

（
行
政
機
関
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す

る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
五
十
八
号
）
第
二
条

第
二
項
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。）を

含
む
場
合

は
、
１
及
び
２
の
ほ
か
に
、
行
政
機
関
の
保
有
す
る

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
基
づ

き
、
提
供
の
可
否
を
判
断
す
る
も
の
と
す
る
。

第
４
有
識
者
か
ら
の
意
見
聴
取

１
厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
３
の
２
に
規
定
す
る
審
査

を
行
う
に
あ
た
り
、
申
請
内
容
か
ら
見
て
、
意
見
を

求
め
る
こ
と
が
明
ら
か
に
必
要
で
な
い
場
合
を
除

き
、
有
識
者
か
ら
構
成
さ
れ
る
会
議
（
以
下
「
有
識

者
会
議
」と
い
う
。）の
意
見
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

２
有
識
者
会
議
は
、
第
３
の
２
に
規
定
す
る
審
査
に

つ
い
て
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
意
見
を
求
め
ら
れ
た
場

合
、
デ
ー
タ
利
用
の
公
益
性
等
に
つ
い
て
は
、
次
に

掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
評
価
し
、
総
合
的

に
勘
案
し
た
上
で
、
合
議
を
経
て
意
見
を
述
べ
る
も

の
と
す
る
。

{
デ
ー
タ
の
利
用
目
的

|
デ
ー
タ
利
用
の
必
要
性
等

}
デ
ー
タ
利
用
の
緊
急
性

~
デ
ー
タ
利
用
申
請
に
関
連
す
る
分
野
で
の
過
去

の
実
績
及
び
デ
ー
タ
分
析
に
係
る
人
的
体
制

�
デ
ー
タ
の
利
用
場
所
並
び
に
保
管
場
所
及
び
管

理
方
法

�
デ
ー
タ
分
析
の
結
果
の
公
表
の
有
無

３
１
及
び
２
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
有
識
者
会

議
に
お
け
る
検
討
に
関
す
る
細
則
は
、
厚
生
労
働
省

保
険
局
長
が
必
要
に
応
じ
定
め
る
も
の
と
す
る
。

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
二
千
二
百
八
十
一
号

農
業
機
械
化
促
進
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
二
百
五
十
二
号
）
第
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
独
立
行

政
法
人
農
業
・
食
品
産
業
技
術
総
合
研
究
機
構
か
ら
平
成
二
十
二
年
度
に
お
い
て
実
施
し
た
型
式
検
査
に
合
格
し
た
農

機
具
の
型
式
等
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
報
告
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
二
月
二
十
四
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

１
農
機
具
の
種
類
、
型
式
名
、
合
格
番
号
及
び
依
頼
者
の
名
称

農
機
具
の
種
類

農
機
具
の
型
式
名

合
格
番
号

依
頼
者
の
名
称

農
用
ト
ラ
ク
タ
ー（
乗
用
型
）

用
安
全
キ
ャ
ブ
及
び
安
全
フ

レ
ー
ム

ヤ
ン
マ
ー
Ｓ
Ｆ
3
4
2Ｂ

2
1
0
0
2
2

ヤ
ン
マ
ー
株
式
会
社

２
検
査
成
績
の
概
要

検
査
成
績
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
農
林
水
産
省
生
産
局
農
業
生
産
支
援
課
、
地
方
農
政
局
、
内
閣
府
沖
縄
総
合
事

務
局
、
都
道
府
県
庁
及
び
独
立
行
政
法
人
農
業
・
食
品
産
業
技
術
総
合
研
究
機
構
に
お
い
て
閲
覧
に
供
す
る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
五
百
三
十
四
号

独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
決
定
し
た
の
で
、
高

速
自
動
車
国
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
二
年
十
二
月
二
十
四
日
か
ら
三
十
日
間
国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局
に
お
い
て
一

般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
二
月
二
十
四
日

国
土
交
通
大
臣

馬
淵

澄
夫

ロ

昭
和
四
十
六
年
建
設
省
告
示
第
千
三
百
二
十
七

号
で
指
定
し
た
土
地
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
土
地

に
存
す
る
標
柱
二
十
号
か
ら
五
十
二
号
ま
で
を
順

次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
二
十
号
と
五
十
二
号
を
結

ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

秋
田
県
鹿
角
市
尾
去
沢

字
上
山

二
六
四
番

二
十
号

二
六
五
番

二
十
一
号
及
び

二
十
二
号

二
六
六
番

二
十
三
号
か
ら

二
十
五
号
ま
で

二
六
八
番
地
先
道
路
敷

二
十
六
号

二
七
一
番

二
十
七
号

二
七
二
番

二
十
八
号

二
七
三
番

二
十
九
号

二
七
四
番

三
十
号

二
七
八
番

三
十
一
号

二
七
五
番

三
十
二
号

二
七
六
番
地
先
道
路
敷

三
十
三
号

二
七
七
番

三
十
四
号
及
び

三
十
五
号

字
新
堀

一
四
番
五

三
十
六
号

一
〇
番
一
三

三
十
七
号
か
ら

四
十
二
号
及
び

四
十
六
号

一
〇
番
一
一

四
十
三
号
か
ら

四
十
五
号
ま
で

一
〇
番
一
五

四
十
七
号

字
上
山

二
七
一
番
地
先
道
路
敷

四
十
八
号

二
六
六
番
二
地
先
河
川
敷

四
十
九
号

字
新
堀

一
〇
番
四
四

五
十
号

一
〇
番
二
一

五
十
一
号
及
び

五
十
二
号

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
五
百
三
十
五
号

砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
二
条
の

規
定
に
よ
り
指
定
し
た
次
の
土
地
の
指
定
を
解
除
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
二
月
二
十
四
日

国
土
交
通
大
臣

馬
淵

澄
夫

一
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

木
崎
川

_

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

昭
和
四
十
九
年
建
設
省
告
示
第
八
十
七
号
で
指
定

し
た
同
号
九
に
掲
げ
る
土
地
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る

土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
七
号
ま
で
を
順
次
結

ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
七
号
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま

れ
た
土
地
の
区
域

山
口
県
山
口
市
吉
敷

字
滝
山

一
七
二
番
二

一
号
及
び
七
号

一
七
四
番
三
四

二
号
、
三
号
及
び
六

号

佐
畑
六
丁
目

一
七
四
六
番
一

四
号
及
び
五
号

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
五
百
三
十
六
号

砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
二
条
の

規
定
に
よ
り
指
定
し
た
次
に
掲
げ
る
土
地
の
指
定
を
解
除

す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
二
月
二
十
四
日

国
土
交
通
大
臣

馬
淵

澄
夫

一
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

赤
沢
川

_

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

イ

昭
和
四
十
六
年
建
設
省
告
示
第
千
三
百
二
十
七

号
で
指
定
し
た
土
地
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
土
地

に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
十
九
号
ま
で
を
順
次
結

ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
十
九
号
を
結
ん
だ
線
に

囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

秋
田
県
鹿
角
市
尾
去
沢

字
上
山

二
三
三
番
二

一
号
か
ら
三
号

及
び
十
九
号

二
五
四
番
二

四
号

二
五
四
番
三

五
号

二
五
四
番
四

六
号

二
〇
一
番
一

七
号
及
び
八
号

二
〇
七
番
二
五

九
号
か
ら
十
三

号
ま
で

字
新
堀

一
〇
番
二
九

十
四
号
か
ら
十

八
号
ま
で

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
五
百
三
十
七
号

砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
二
条
の

規
定
に
よ
り
、
同
条
の
土
地
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
の

で
、
砂
防
法
施
行
規
程
（
明
治
三
十
年
勅
令
第
三
百
八
十

二
号
）
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
二
月
二
十
四
日

国
土
交
通
大
臣

馬
淵

澄
夫

一
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

杉
の
谷
川

›
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